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一
月
十
日
、
北
海
道
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
サ
ン
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
新
春
特
別
講
演
会
＆
新
春
会

員
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
春
特
別
講
演
会
で
は
北
海

道
大
学
大
学
院 

情
報
科
学
研
究

科
川
村
秀
憲
教
授
を
お
招
き
し
、

「
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
近
未
来
の
社

会
変
化 
」
〜
経
営
者
が
知
っ
て
お

く
べ
き
最
近
の
Ａ
Ｉ
事
情
～
と
題

し
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
村
教
授
か
ら
は
Ａ
Ｉ
の
仕
組

み
か
ら
世
界
で
の
現
状
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
、

今
後
Ａ
Ｉ
の
導
入
が
進
ん
で
い
く

と
、
人
が
行
っ
て
き
た
仕
事
を
Ａ

Ｉ
が
代
わ
り
に
行
う
こ
と
に
な
る
、

膨
大
な
事
務
処
理
で
人
に
は
出
来

な
か
っ
た
仕
事
が
可
能
に
な
る
、

新
た
な
生
産
技
術
が
画
期
的
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
、
と
解
説
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
川
村

教
授
の
研
究
室
で
行
っ
て
い
る
研

究
発
表
が
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
会
社

と
協
力
し
て
風
船
型
ド
ロ
ー
ン
に

Ａ
Ｉ
を
取
り
入
れ
、
自
ら
学
習
し

な
が
ら
羽
を
抑
制
し
、
イ
ベ
ン
ト

会
場
な
ど
を
自
由
に
動
き
ま
わ
る

実
験
や
降
雪
が
あ
っ
た
時
に
映
像

で
判
断
し
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
自
動
で
作
動
す
る
実
験
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
春
特
別
講
演
会
終
了

後
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
祝
う

新
春
会
員
交
流
会
を
同
ホ
テ
ル
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

松
浦
会
頭
は
開
会
の
挨
拶
で

「
今
年
は
疲
弊
し
て
い
る
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
商
店
街
と
一
緒

に
進
め
て
い
き
た
い
。
経
営
発
達

支
援
計
画
の
認
定
を
早
期
に
受
け

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を

し
っ
か
り
行
っ
て
い
き
た
い
。
プ

レ
ミ
ア
ム
建
設
券
事
業
を
よ
り
効

果
の
高
い
形
で
実
施
し
た
い
。
市

町
村
エ
リ
ア
に
と
ら
わ
れ
な
い
広

域
的
な
連
携
に
つ
い
て
食
産
業
や

観
光
、
雇
用
創
出
な
ど
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。」と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
当
所
総
務
委
員

会
が
主
管
と
な
り
会
員
相
互
の
交

流
に
よ
る
取
引
先
拡
大
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
を
目
指
し
、
今

回
で
六
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

当
日
は
約
一
八
〇
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

企
業
経
営
者
の
方
や
従
業
員
、

資
格
取
得
を
考
え
て
い
る
方
等
を

対
象
と
し
た
、
商
業
簿
記
を
基
礎

か
ら
習
得
で
き
る
「
初
級
複
式
簿

記
講
座
」
を
今
年
も
開
講
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 

開
催
期
間
・
時
間 

　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
六
月
七
日（
金
）

　

午
後
六
時
～
八
時
（
二
時
間
）

（
原
則
毎
週
月
･
水
･
金
曜
日

　

全
二
十
九
回　

延
べ
五
十
八
時
間
）

開
催
場
所

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所　

会
議
室

講
座
内
容 

　

商
業
簿
記
初
級
か
ら
三
級
程
度

受

講

料 

　

二
五
、〇
〇
〇
円
（
テ
キ
ス

　

ト
・
プ
リ
ン
ト
代
を
含
む
）

申
し
込
み

　

同
封
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

　

受
講
料
を
添
え
て
商
工
会
議
所

　

窓
口
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

締
め
切
り

　

定
員
五
十
名
に
な
り
次
第

☆
問
合
せ
先

　

岩
見
沢
商
工
会
議
所　

運
営
課

　

（
二
二

−

三
四
四
五
）
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初
級
複
式
簿
記
講
座

　
申
し
込
み
受
付
開
始

初
級
複
式
簿
記
講
座

　
申
し
込
み
受
付
開
始

新
春
特
別
講
演
会
＆

　
　
　 新
春
会
員
交
流
会
開催
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2019年いわみざわ住宅新築＆リフォームフェア
参加事業所を募集します

　岩見沢あんしん住まいづくり事業実行委員会では、市内建設業者等の受注機会の拡大を図ることを目的として、
昨年に引き続き８回目となる「いわみざわ住宅新築＆リフォームフェア」を開催します。
　つきましては、参加事業所を下記の通り募集しますので奮ってご参加ください。

開催日時

会　　場

主　　催

：平成31年３月30日（土）～31日（日）　両日とも10時～16時
：「まなみーる」岩見沢市民会館・文化センター（岩見沢市９条西４丁目）
：岩見沢あんしん住まいづくり事業実行委員会

●募集受付期間　
　平成31年２月８日（金）～２月26日（火） ＊先着申込順となります。

●参加料（広告料）　５万円
●実施形式　
　ブース毎で各参加企業が商品展示をし、来場者からの相談・質問に対応します。
　１ブース（1.0ｍ×2.0ｍ）
●申込・問合せ先　
　岩見沢あんしん住まいづくり事業実行委員会事務局（岩見沢商工会議所内）
　電話 ２２－３４４５まで

時間外労働・休日労働に関する協定（通称 36協定）を
届け出ていますか？

詳しくは【北海道労働局ホームページ】でご確認ください
https://jsite.mhlw.go.jp/hokkaido-roudoukyoku/

北海道労働局　労働基準部監督課
札幌市北区北8西2-1-1　札幌第1合同庁舎　011-709-2311

岩見沢労働基準監督署
岩見沢市5条東15丁目7番地の7　岩見沢地方合同庁舎　0126-22-4490

労働基準法では、１日及び１週間の労働時間並びに休日日数を定めていますが、これを

超えて、時間外労働又は休日労働させる場合には、あらかじめ労使間で書面による協定

（36協定）を締結し、労働基準監督署に届け出なければなりません。

なお、働き方改革関連法案による時間外労働の上限規制が導入（大企業は2019年４月

から、中小企業は2020年４月から）されることにより、36協定で定める必要がある事

項が変わり、新しい様式が策定されています。（中小企業は2020年４月１日までは現行

の様式で届け出ることも可能です。）
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十
一
月
二
十
日
～

一
月
三
十
一
日
受
付
分　

■
ア
ビ
タ
シ
オ
ン
岩
見
沢

代
表
者
：
木
次　

た
か
子

住　

所
：
五
条
西
七
丁
目
一
番
三
号

（
業 

種
：‌�

老
人
福
祉
、
介
護
事
業

（
訪
問
介
護
事
業
を
除
く
））

■‌�

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
岩
見
沢
南
町
店

代
表
者
：
青
柳　

洋
平

住　

所
：
南
町
八
条
二
丁
目

�

一
番
八
号

（
業 

種
：‌�

そ
の
他
の
飲
食
料
品
小

売
業
）

■‌�

中
村
屋

代
表
者
：
中
村　

学

住　

所
：
四
条
西
一
丁
目
二

−
七

�

オ
ペ
ル
ビ
ル
一
階

（
業 

種
：‌

そ
の
他
の
飲
食
店
）

■
Ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
(同)

代
表
者
：
伊
藤　

か
お
り

住　

所
：
五
条
西
四
丁
目
六

�

イ
マ
ジ
ン
ビ
ル
二
階

（
業 

種
：‌

食
堂
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）

（
敬
称
略
）

　

一
月
十
八
日
に
平
成
三
十
年
度

第
三
回
商
業
委
員
会
（
中
路
幹
雄

委
員
長
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

■
岩
見
沢
市
商
店
街
振
興
組
合
連

　

合
会
と
の
意
見
交
換
会
報
告

　

昨
年
七
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た

市
商
連
と
の
意
見
交
換
会
の
要
旨

に
つ
い
て
報
告
し
、
商
工
会
議
所

並
び
に
商
業
委
員
会
の
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

中
心
街
の
活
性
化
に
向
け
た
具
体

的
な
活
動
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
傾
向
と

　

対
策
に
つ
い
て

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
動
向

を
報
告
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
は
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
へ
の
対
応
や
業
務
の
効
率

化
に
も
つ
な
が
り
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

施
策
等
の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
経
営
発

達
支
援
計
画
の
概
要
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

平
成
三
十
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
が
二
月
十
八
日

（
月
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
は
「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
や
「
確
定
申
告
の
手
引

き
」
な
ど
を
参
考
に
ご
自
分
で
作

成
し
、
お
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
に
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
や
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
が
便

利
で
す
。

　

税
務
署
の
申
告
会
場
に
お
越
し

の
際
に
は
、
印
鑑
、「
前
年
の
申
告

書
控
え
」
及
び
確
定
申
告
に
必
要

な
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
閉

庁
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
等
）
は
、

税
務
署
で
の
確
定
申
告
相
談
・
受

付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
作
成
し

た
確
定
申
告
書
の
提
出
は
郵
便
や

信
書
に
よ
る
送
付
又
は
税
務
署
の

時
間
外
収
受
箱
へ
の
投
函
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
税

務
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
及
び
納
付
期
限

■
申
告
所
得
税

三
月
十
五
日（
金
）【
振
替
日（
口
座

引
落
日
）
四
月
二
十
二
日
（
月
）】

■
消
費
税

四
月
一
日（
月
）【
振
替
日（
口
座
引

落
日
）
四
月
二
十
四
日
（
水
）】

◎
申
告
会
場
・
受
付
時
間

■
申
告
会
場

岩
見
沢
税
務
署
（
二
条
東
四
丁
目

五

−

一
）

■
受
付
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

《
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
》

【h
ttp
s://w

w
w
.k
e
isa
n
.n
ta
.

g
o
.jp
/h
3
0
/

】

　

な
お
、
岩
見
沢
商
工
会
議
所
で

も
申
告
書
作
成
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
先
》

岩
見
沢
税
務
署（
二
条
東
四
丁
目
）

電
話　

二
二

−

〇
八
一
〇

ご入会ありがとうございますご入会ありがとうございます

平
成
三
十
年
度 

第
三
回

商
業
委
員
会
開
催

２月16日㈯　第29回ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり

　　　　　　（～17日㈰）

　　19日㈫　会員向け無料労務相談

　　20日㈬　会員向け無料法律相談

　　　　　　第83回リテールマーケティング検定試験

　　24日㈰　第151回簿記検定試験

　　26日㈫　岩見沢市合同企業説明会

３月６日㈬　知らなかったでは済まされない

　　　　　　働き方改革関連法セミナー

　　７日㈭　経営力向上計画等活用セミナー

　　19日㈫　会員向け無料労務相談

　　20日㈬　会員向け無料法律相談

～2月、3月の会議所行事予定～～2月、3月の会議所行事予定～
商工会議所で予定されている講習会、相談会、検定日程等の行事をお知らせします！
（2月10日現在）なおホームページでは、新情報を随時更新しています。
http://www.iwamizawacci.or.jp/

所
得
税
、消
費
税
の

　申告
と
納
税
に
つ
い
て

平
成
三
十
年
分

岩見沢税務署
からのお知らせ
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岩見沢商工会議所　岩見沢地方中小企業相談所  （岩見沢市１条西１丁目  TEL 22-3445）

岩見沢地方中小企業相談所からのお知らせ

年次有給休暇の取得義務化について

就業規則による規定が必要です

平成31年4月1日施行

̶　お問合わせは　岩見沢商工会議所　岩見沢地方中小企業相談所まで　̶

詳しくは【厚生労働省ホームページ】でご確認ください
「働き方改革」の実現に向けて

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

「働き方改革」等の各種パンフレット
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322_00001.html

＊労働基準法では、労働者の心身のリフレッシュを図ることを目的として、一定の要件を満
たす労働者に対し、毎年一定日数の年次有給休暇を与えることを規定しています。

＊年次有給休暇は、原則として、労働者が請求する時季に与えることとされていますが、職
場への配慮やためらい等の理由から取得率が低調な現状にあり、年次有給休暇の取得促
進が課題となっています 。

＊このため、今般、労働基準法が改正され、2019（平成31）年４月から、全ての企業において、
年10日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対して、年次有給休暇の日数のうち年
５日については、使用者が時季を指定して取得させることが必要となりました。

休暇に関する事項は、就業規則の絶対的必要記載事項（労働基準法第89条）である

ため、使用者による年次有給休暇の時季指定を実施する場合は、時季指定の対象

となる労働者の範囲及び時季指定の方法等について、就業規則に記載しなければ

なりません。

●対象者は、年次有給休暇が10日以上付与される労働者（管理監督者を含む）
に限ります。

●労働者ごとに、年次有給休暇を付与した日（基準日）から１年以内に５日に
ついて、使用者が取得時季を指定して与える必要があります。

●年次有給休暇を５日以上取得済みの労働者に対しては、使用者による時季
指定は不要です。



No.444（２０１9年２月10日）（5）

日
商
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
調
査

（
早
期
景
気
観
測
）

【
十
二
月
調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

十
二
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
、
▲
十
五
・
七
と
、
前
月
か
ら

▲
〇
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
ぼ
横
ば
い
。

建
設
業
や
設
備
投
資
に
加
え
、
自
動

車
や
産
業
用
機
械
関
連
が
堅
調
に

推
移
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
ほ

か
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
冬
の
観

光
需
要
の
増
加
を
指
摘
す
る
声
も

聞
か
れ
た
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影

響
拡
大
や
原
材
料
費
の
上
昇
、
根
強

い
消
費
者
の
節
約
志
向
が
引
き
続

き
中
小
企
業
の
マ
イ
ン
ド
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
業
況
改
善
に
向

け
た
動
き
に
は
足
踏
み
状
況
が
見

ら
れ
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
十
五
・
一
（
今
月
比

プ
ラ
ス
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
）
と
ほ
ぼ

横
ば
い
を
見
込
む
。
年
末
年
始
の
商

戦
を
契
機
と
す
る
個
人
消
費
拡
大

や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

需
要
拡
大
、
生
産
・
設
備
投
資
の
堅

調
な
推
移
へ
の
期
待
感
が
う
か
が

え
る
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影
響
の

深
刻
化
や
、
原
材
料
費
の
上
昇
、
コ

ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
遅
れ
、
貿

易
摩
擦
な
ど
世
界
経
済
の
不
透
明

感
、
消
費
増
税
の
影
響
を
懸
念
す
る

声
も
多
く
、
中
小
企
業
の
業
況
感
は

ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、
今
月
の
業
況

Ｄ
Ｉ
は
前
月
に
比
べ
、
建
設
業
で
改

善
、
卸
売
業
、
小
売
業
で
悪
化
、
そ
の

他
の
二
業
種
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
各
業

種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴
的
な
コ

メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

【
建
設
業
】「
ホ
テ
ル
建
設
な
ど
の
民

間
工
事
が
堅
調
な
ほ
か
、
公
共
工
事

も
底
堅
く
、
売
上
は
改
善
し
た
。
冬

の
賞
与
を
増
額
し
、
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
図
る
」（
管

工
事
業
）、「
技
術
者
の
ほ
か
、
交
通

誘
導
員
の
人
手
不
足
も
深
刻
な
こ

と
に
加
え
、
需
給
ひ
っ
迫
を
背
景

に
、
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の
資
材

の
確
保
に
も
難
航
し
て
い
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
工
期
の
延
長
は
避
け
ら

れ
な
い
」（
一
般
工
事
業
）

【
製
造
業
】「
ア
ジ
ア
向
け
な
ど
、
輸

出
は
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
、
売
上

は
改
善
。
し
か
し
、
鉄
鋼
な
ど
の
原

材
料
価
格
の
高
止
ま
り
が
足
か
せ

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
米
中
の
貿
易

戦
争
や
中
国
経
済
の
減
速
な
ど
、
先

行
き
の
不
安
要
素
は
多
い
」（
自
動

車
部
品
製
造
業
）、「
年
初
よ
り
半

導
体
製
造
装
置
の
受
注
が
多
く
、
空

前
の
活
況
と
な
っ
て
い
た
が
、
中
国

向
け
の
需
要
が
鈍
化
し
、
高
水
準
な

が
ら
も
一
服
感
が
出
て
き
た
」（
半

導
体
製
造
装
置
等
製
造
業
）

【
卸
売
業
】「
例
年
よ
り
気
温
が
高
い

日
が
続
い
た
こ
と
で
、
コ
ー
ト
類
の

引
き
合
い
が
鈍
く
、
売
上
は
悪
化
し

た
。
業
績
が
低
迷
す
る
中
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
等
を
行
う
余
力
は
な
く
、
今

年
度
は
賃
上
げ
を
見
送
ら
ざ
る
を

得
な
い
」（
衣
料
品
卸
売
業
）、「
原

油
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
で
、
採
算

改
善
と
な
っ
た
ほ
か
、
堅
調
な
民
間

工
事
を
背
景
に
、
建
設
業
か
ら
の
受

注
が
増
加
し
、
売
上
も
改
善
し
た
」

（
化
成
品
・
金
属
製
品
卸
売
業
）

【
小
売
業
】「
大
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
支

給
額
が
過
去
最
高
と
な
っ
た
と
の

報
道
を
受
け
、
今
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
商

戦
に
期
待
し
て
い
た
が
、
い
ま
一
つ

盛
り
上
が
り
に
欠
け
、
消
費
者
の
節

約
志
向
を
強
く
感
じ
て
い
る
」（
各

種
商
品
小
売
業
）、「
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
が
好
調
で
、
化
粧
品
や
宝
飾

品
を
中
心
に
売
上
改
善
と
な
っ
た
。

さ
ら
な
る
需
要
の
取
り
込
み
に
向

け
、
二
月
の
春
節
を
見
据
え
た
様
々

な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
」（
百

貨
店
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】「
国
内
外
問
わ
ず
観

光
需
要
が
好
調
な
ほ
か
、
忘
年
会
の

予
約
数
も
多
く
、
売
上
改
善
と
な
っ

た
。
一
月
の
新
年
会
の
予
約
も
増
え

て
お
り
、
今
後
も
売
上
増
が
見
込
ま

れ
る
」（
飲
食
業
）、「
人
手
不
足
が

最
大
の
経
営
課
題
で
あ
り
、
応
募
自

体
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
よ
う
や

く
採
用
で
き
た
と
し
て
も
、
長
続
き

し
な
い
。
賃
上
げ
や
労
働
環
境
の
改

善
な
ど
、
人
手
不
足
の
解
消
に
向
け

て
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
さ
ね
ば
な

ら
な
い
」（
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
）

業況DI（前年同月比）の推移

 ※「先行き見通し」は当月に比べた向こう３カ月の先行き見通しＤＩ

１8年
7月 8月 9月 10月 11月 12月

先行き見通し
1月〜3月

全  産  業 ▲ 16.7 ▲ 14.8 ▲ 16.0 ▲ 17.2 ▲ 14.9 ▲ 15.7 ▲ 15.1

建 設 ▲ 11.5 ▲ 8.1 ▲ 7.6 ▲ 10.7 ▲ 9.9 ▲ 8.1 ▲ 5.2

製 造 ▲ 11.5 ▲ 11.4 ▲ 9.6 ▲ 10.2 ▲ 10.2 ▲ 9.7 ▲ 11.4

卸 売 ▲ 18.8 ▲ 16.1 ▲ 17.8 ▲ 24.9 ▲ 9.3 ▲ 17.1 ▲ 19.0

小 売 ▲ 29.0 ▲ 27.7 ▲ 31.4 ▲ 29.3 ▲ 29.2 ▲ 31.6 ▲ 30.1

サービス ▲ 13.6 ▲ 11.7 ▲ 13.9 ▲ 15.2 ▲ 13.2 ▲ 12.4 ▲ 10.9

「北方領土は
　　日本固有の
　　　　領土です」

（特別啓発期間　１月21日～２月20日）
北方領土復帰期成同盟

空知地方支部

領土返還を
求める国民の
強い意志を
署名に託そう

　２月16日、17日にはドカ雪まつり会場
にて署名活動を行います。皆様の署名の
ご協力をお願い致します。
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様
々
な
支
払
手
段
と
電
子
マ
ネ
ー

■
様
々
な
支
払
手
段

　

現
金
と
い
う
支
払
手
段
の
特
徴

は
、現
金
で
代
金
を
支
払
え
ば
、買

主
か
ら
売
主
へ
の
資
金
の
移
動
は

完
了
し
、
決
済
が
完
了
し
た
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
現
金
以
外
の
様
々
な

支
払
手
段
の
場
合
は
、売
主
は
、後

か
ら
ち
ゃ
ん
と
代
金
が
入
っ
て
く

る
の
だ
ろ
う
か
、
現
金
に
換
金
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
っ
た
心

配
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

売
主
が
現
金
以
外
の
支
払
手
段

を
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
売
主

が
「
こ
の
支
払
手
段
は
容
易
に
現

金
に
交
換
で
き
る
」
と
い
う
安
心

感
を
も
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
法
的
仕
組
み
と
し

て
、
ま
ず
は
①
買
主
が
事
前
に
銀

行
等
の
信
用
の
あ
る
第
三
者
に
対

し
て
資
金
を
提
供
し
て
お
き
、
そ

の
第
三
者
か
ら
資
金
を
受
け
取
る

権
利
を
売
主
に
与
え
る
、
と
い
う

方
法
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
的
に
は

小
切
手
や
為
替
手
形
、
最
近
の
も

の
で
は
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が

こ
の
方
法
に
属
し
ま
す
が
、
後
で

紹
介
す
る
プ
リ
ペ
イ
ド
式
電
子
マ

ネ
ー
も
こ
れ
に
属
し
ま
す
。

　

次
に
、
②
買
主
が
信
販
会
社
等

の
第
三
者
に
資
金
を
準
備
し
て
も

ら
っ
て
、
こ
の
第
三
者
か
ら
資
金

を
受
け
取
る
権
利
を
売
主
に
与
え
、

後
で
買
主
が
こ
の
第
三
者
に
資
金

を
提
供
す
る
方
法
が
あ
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
典
型
で
す
。

　

最
後
が
③
買
主
が
売
主
に
対
し
、

自
ら
が
代
金
支
払
債
務
を
負
担
し

て
い
る
と
し
て
、
そ
の
将
来
の
履

行
を
約
束
す
る
よ
う
な
文
書
を
提

供
す
る
方
法
で
あ
り
、
約
束
手
形

が
典
型
で
す
。

■
プ
リ
ペ
イ
ド
式
電
子
マ
ネ
ー

　

最
近
急
激
に
利
用
が
増
え
て
い

る
支
払
手
段
が
電
子
マ
ネ
ー
で
す
。

　

電
子
マ
ネ
ー
と
は
、
大
雑
把
に

い
え
ば
、
支
払
手
段
と
し
て
使
用

す
る
こ
と
の
で
き
る
、
金
銭
的
価

値
を
示
す
電
子
デ
ー
タ
の
こ
と
で

す
。
そ
の
多
く
は
、あ
ら
か
じ
め
入

金
し
て
そ
の
金
額
に
応
じ
た
電
子

マ
ネ
ー
を
積
み
増
し
（
チ
ャ
ー
ジ
）、

そ
の
範
囲
内
で
現
金
に
代
わ
る
支

払
手
段
と
し
て
利
用
す
る
、
と
い

う
プ
リ
ペ
イ
ド
式
の
も
の
で
す
。

　

会
員
は
、
発
行
者
に
対
価
を

払
っ
て
◯
◯
ペ
イ
と
い
っ
た
電
子

マ
ネ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し
、
加
盟
店

で
買
い
物
を
す
る
際
に
こ
の
電
子

マ
ネ
ー
で
代
金
を
支
払
い
（
電
子

デ
ー
タ
を
加
盟
店
に
移
す
）
ま
す
。

発
行
者
は
加
盟
店
か
ら
そ
の
電
子

マ
ネ
ー
を
買
い
取
り
、（
手
数
料

を
引
い
た
上
で
）
現
金
化
す
る
こ

と
を
約
束
し
て
い
ま
す
の
で
、
売

主
で
あ
る
加
盟
店
は
、
電
子
マ

ネ
ー
で
支
払
い
を
受
け
て
も
す
ぐ

に
現
金
化
で
き
る
と
い
う
安
心
感

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

電
子
マ
ネ
ー
で
支
払
い
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
送
金
や
払
戻
し

（
出
金
）も
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
別
の
登
録
が
必
要
に
な
る

な
ど
、
法
規
制
は
複
雑
で
す
。

　

ま
た
、
事
故
が
あ
っ
た
場
合
の

保
障
に
つ
い
て
も
、
発
行
会
社
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

記
事
協
力

弁
護
士
法
人
小
寺
・
松
田
法
律
事

務
所
　
岩
見
沢
事
務
所

電
話
　
二
二

−

三
三
八
〇

弁
護
士
・
小
野
田
　
充
宏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岩
見
沢
東
高
校
、
早
稲
田
大
学
法

学
部
卒
業
。
検
事
を
経
て
、
平
成

一
九
年
よ
り
弁
護
士
。
地
元
企
業

の
新
展
開
の
支
援
に
力
を
注
ぐ
。

　

第
二
十
九
回
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ

Ｗ
Ａ
ド
カ
雪
ま
つ
り
が
、
二
月

十
六
～
十
七
日
の
二
日
間
、
岩
見

沢
駅
東
市
民
広
場
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
平

成
最
後
の
岩
見
沢
ド
カ
雪
ま
つ
り

～
豪
雪
を
楽
し
む　

ち
び
っ
子
大

集
合
！
そ
だ
ね
～
！
」
で
す
。
多

く
の
イ
ベ
ン
ト
や
ま
つ
り
を
盛
り

上
げ
る
屋
台
村
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
下
さ
い
。

　

主
な
イ
ベ
ン
ト
は
次
の
通
り
で

す
。

■
日　

時

　

二
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　

十
時
～
十
九
時

　

二
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　

十
時
～
十
五
時
三
十
分

■
会　

場　

駅
東
市
民
広
場
公
園

■
主
な
イ
ベ
ン
ト

◎ 

二
月
十
六
日
（
土
）

・
開
会
式

・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
！

・
子
供
自
由
広
場　

・
き
じ
汁
無
料
配
布　

◎ 

二
月
十
七
日
（
日
）

・
ふ
れ
あ
い
動
物
園　

・
人
間
ば
ん
ば
競
争　

・
ジ
ャ
ン
ボ
か
る
た
大
会　

・
豚
汁
無
料
配
布　

・
税
金
ク
イ
ズ
大
会

・
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
ま
つ
り

・
自
衛
隊
カ
レ
ー
無
料
配
布　

◎ 

共
通
イ
ベ
ン
ト
（
二
日
間
）

・
市
民
雪
像

・
屋
台
村

・
ジ
ャ
ン
ボ
す
べ
り
台

・
巨
大
チ
ュ
ー
ブ
滑
り
台

・‌�

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
試
乗
体
験　

（
有
料
）

・
歩
く
ス
キ
ー
教
室

・
北
方
領
土
返
還
署
名
活
動

・
雪
中
バ
ブ
ル
相
撲

・‌�

の
り
こ
め
！
ゆ
き
ん
こ
カ
ー
リ

ん
ぐ　

ほ
か

《
問
い
合
わ
せ
先
》

岩
見
沢
市
観
光
協
会
（
有
明
町
南

一
番
地
一
）

電
話　

二
二

−

三
四
七
〇

法
律
講
座

中
小
企
業
の
た
め
の

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

ド
カ
雪
ま
つ
り
の
ご
案
内

第
二
十
九
回


